






今や世界のトップクラスに躍り出たわが国民の平均寿命の延びの一因は,周知のごとく,わ

が国の医療および環境衛生の進歩改善による乳幼児感染症の大幅な減少によるものである

。これとともにクローズアップされてきたのがいわゆる先天異常と呼ばれる一群の疾患で,

その乳幼児死因に占める割合は日を追って増加の一途を辿りつつある。これら乳幼児が次

の世代を担うことを考えるとその動向には強い関心が向けられねばならない。 

このような時代の要請を受けて活動を続けてきた当「先天異常のモニタリングに関する研

究」班もいよいよ第 2ラウンドを迎え体勢を整えて新しい展開を試みることになった。 


